
技法による製作と考える。鉄斧１８は、他の鉄斧に比べては肩部が張り、Ｐ・Ｑ点にズレがあることか

らＢⅠ技法と見る。鉄斧１９も１８と同様であり、袋部内刃部端面が平坦であることからＢⅠ技法と考える。

Ｘ線写真では技法の差を捉えることはできなかったが、小型鉄斧１０・１８・１９はＢⅠ技法、大型鉄斧１７

はＢⅡ技法による製作と考えられ、これらの鉄斧がＢ技法で製作されたとすれば、造墓集団傘下の鍛

冶従事者が鍛接という最先端の技術を有していたことになり、鉄器製作においても当地が渡来系の文

化を受容できる背景にあったことは想像に難くない。

鉄鉾の副葬について

高田氏の論考（文１２）によれば、１号墳棺内から出土した鉄鉾２は鎬式のⅡ式に属すと考えられ、近畿

を中心とした古墳に広く鉄鉾が副葬され始める時期にあたる。鉄鉾２の刃部は斬り払う剣形を呈して

おり、Ⅱ式でも古い形式を留め、Ⅰ－Ⅱ式間の境を５世紀中葉に想定している高田氏の編年観は、他

の棺内出土鉄器の時期と矛盾しない。ただ、鉄鉾が他の鉄器と一線を画すのは、古墳時代中期の鉄器

多量副葬古墳を見ても鉄鉾はわずかな割合しか副葬されず、殺傷用具としての有用性を期待されない

武器ゆえ、「対人用」ではない「僻邪」を目的として副葬されたと指摘されている点である（文１２）。

鉄鉾が出土した古墳には、和歌山県大谷古墳、大阪府高井田山古墳、京都府奈具岡北１号墳、兵庫県

宮山古墳、同県カンス塚古墳など、いずれも希少性の高い朝鮮半島系の文物を共伴する著名な古墳が際

立ち、高田氏は半島系の垂飾付耳飾をもつ古墳４２基中１９基が鉄鉾を共伴している事実を重視している。

県内の鉄鉾をもつ古墳を概観すると、嶺北地方では福井市天神山７号墳（円墳：径５２ｍ）において割竹

形木棺内から金製垂飾付耳飾１点と鉄鉾３本が出土し、福井市宝石山古墳（円墳：径２０ｍ）からは舟形石

棺棺外から鉄鉾８本以上が出土している。嶺南地方では、高浜町二子山３号墳（前方後円墳：全長２６ｍ）

で北部九州系横穴式石室から鉄鉾１本が出土し、高浜町行峠古墳（前方後円墳：全長３４ｍ）で畿内型横穴

式石室から鉄鉾１本が出土している。若狭町向山１号墳（前方後円墳：全長４８．６ｍ）では北部九州系横穴

式石室から TK２０８期の須恵器と金製垂飾付耳飾１点に伴って鉄鉾３本が出土している。若狭町西塚古墳

（前方後円墳：全長７４ｍ）は竪穴系横口式石室と考えられ、半島系の遺物を豊富に含み、金製垂飾付耳

飾２点と共に若干数の鉄鉾の存在が確認されている。越前に比べて若狭地方の大・中首長クラスの古墳

の方が半島系文物の導入に積極的な動向を示している。特殊な例としては、越前市茶臼山古墳群中の

馬塚２号墳（円墳：径８．４ｍ）（文７）があげられ、SK２５と時期・形態が類似する土坑墓から TK４３期の須恵

器に伴い鉄鉾１点、石突１点を検出しており、６世紀後葉の段階においても、鉄刀や鉄鏃では代替でき

ない鉄鉾の価値が族長層まで依然浸透していることが読み取れる。

第３節 南越盆地の中期古墳
南越盆地における大型古墳を概観すると、朝日山古墳群中の経ヶ塚古墳（前方後円墳：全長７４ｍ）が前

期古墳として最大規模を測り、朝日山１号墳（前方後円墳：全長５４ｍ）は中期初頭の古墳と想定されてい

る。�江市兜山古墳（円墳：６５ｍ）が２段築成の５世紀代の古墳として考えられ、規模に限れば、福井平野

以外の地方では大首長墓に相当するが、段築・葺石・埴輪などの外部施設が整っていないことや、盆地

を基盤としながらも福井平野から隔絶されていないという地理的条件から、被葬者は永平寺・松岡古墳

群を築いた福井平野の大首長墓の傘下にあったと考えられ、突出した要素を見出せないできた（文１７・１８）。

近年になって、�江市教育委員会の調査により、�江市兜山古墳（円墳：６５ｍ）に近接した兜山北古

墳（帆立貝古墳：全長２３．７ｍ）（文２５）が葺石をもち、MT１５期の須恵器が確認され、先行して構築された

兜山古墳が５世紀代の古墳であることがほぼ確実視されるようになり、�江市今北山古墳（前方後円墳：
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全長７５ｍ）も永平寺町手繰ヶ城古墳に先行する４世紀前半の古墳であることが報告（文９）されるなど、

南越盆地の古墳の様相を具体的につかむ資料が蓄積されつつある。中でも越前町が平成２１年度から継

続調査をしている番城谷山５号墳（文２３・２４）は、南越盆地を一望する標高約１５０ｍの尾根に築かれた全長

約５５ｍの帆立貝形古墳、もしくは全長３８ｍの円墳であることが想定され、葺石・埴輪を備え、墳頂部

には２基の木棺が存在することが確認されている。遺物は墳丘裾から５世紀中葉の円筒埴輪や５世紀前

葉から中葉の陶質土器の甕、杯蓋３、杯４、高杯９、�２、把手付鉢１、器台１が確認されており、少なく

とも北陸においてこれだけの初期須恵器をもつ古墳は前例がなく、正報告が待たれる。

天王前山古墳群の５・１・２号墳は、番城谷山５号墳を盟主墓とした族長墓の可能性も秘めており、その

遺物は渡来系文化の影響を多分に受けていることが確認できた。特に１号墳の被葬者は、「鉾の副葬」

という形で半島とのつながりを体現できた、有力な構成員であったと考えられる。３号墳構築以降も造

墓集団のムラに渡来系文化の影響が根強く認められ、従来、墳丘規模でしか比較できなかった南越盆

地の中期古墳について造墓意識の基底に渡来系文化が浸透していることを明らかにすることができた。

注
１．ベンガラ入り須恵器杯は、三重県谷山古墳、群馬県下谷古墳群１号墳などで報告され、福岡県梅頭窯跡では墓に転用した窯体から
の出土例が報告されている。兵庫県西神第９地点ではベンガラ入り須恵器壺が確認されている。近県の石川県寺井山３号墳（文２８）で
はベンガラ入り須恵器杯に貝殻３点が伴っていた。兵庫県の太市中４号墳、見野長塚古墳にも類例が見られ、ベンガラと貝殻に特別
な意味を付与している点がある。

２．文献１０以外に以下１３例を確認した。石川県寺井山３号墳、同県下開発茶臼山古墳群西支群１２号墳 同県大根布砂丘、東京都柴又八
幡神社古墳、大阪城下町遺跡９２‐１・９３‐７包含層、大阪府一須賀Ⅰ‐４号墳・Ⅰ‐５号墳、大阪府大庭寺遺跡河川（５６‐OR）岸辺Ａ群、兵
庫県平松片山古墳、和歌山県船戸山６号墳、山口県多々良寺山古墳群、福岡県栗田谷２号墳。

３．文献４の写真・表の上河北遺跡出土の記載は誤りである。昭和４８・４９年度に平安京調査会が担当した糞置遺跡の包含層出土遺物であ
る。当時の諸事情により未公表となっている遺物が多い。
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